
さ
ら
に
減

　

昨
年
７
月
の
参

議
院
議
員
選
挙
に

比
例
代
表
で
当
選

し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
海
外
へ
の
滞

在
を
継
続
し
、
一

度
も
登
院
し
て
い

な
い
参
議
院
議
員

に
対
し
て
、
参
議

院
議
長
か
ら
「
招
状
」
が
出
さ

れ
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
▼
参

議
院
議
員
を
国
会
に
送
り
出
す

た
め
に
は
、
相
当
な
数
の
得
票

が
必
要
で
あ
り
、
当
該
議
員
を

比
例
代
表
に
擁
立
し
た
政
党
は

１
２
５
万
票
余
り
を
得
票
し
て

い
る
。
多
く
の
有
権
者
の
意
思

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
お
り
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
▼
同

じ
選
挙
に
比
例
代
表
で
当
選
し

た
立
憲
民
主
党
の
自
治
労
組
織

内
・
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議
員

は
当
選
以
来
、
自
治
労
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
働
く
仲
間
の

声
を
積
極
的
に
集
め
、
昨
年
11

月
10
日
の
参
議
院
国
土
交
通
委

員
会
を
皮
切
り
に
、
国
会
で
の

質
疑
に
も
反
映
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
各
省
庁
と
の
意
見
交
換

等
の
場
で
も
、
省
庁
に
対
し
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
の
課
題

を
踏
ま
え
た
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
自
治
労
組
織
内
議
員
の
こ

う
し
た
活
動
は
、
私
た
ち
の
貴

重
な
一
票
を
集
め
る
こ
と
で
初

め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
▼

今
年
は
多
く
の
自
治
体
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
県
職
労
組

織
内
「
野
中
や
す
し
」
は
盛
岡

市
議
会
議
員
選
挙
で
２
期
め
に

挑
戦
す
る
。
私
た
ち
の
貴
重
な

一
票
は
、
大
切
に
行
使
し
よ
う
。

　






































休暇制度紹介コーナー④

（特別休暇の一種）
子等の看護休暇

【制度概要】
　養育する22歳に達する日以後の最初の3月
31日までの間にある子（配偶者の子を含む）、
配偶者（内縁関係にある者を含む）、父母、
配偶者の父母その他人事委員会が定める者
（父母の配偶者・配偶者の父母の配偶者。い
ずれも同居を要件とする）の看護（負傷し、
又は疾病にかかった子等の世話及び養育する
子の疾病の予防に係る世話）をする場合。
※疾病の予防に係る子の世話：養育する子が
通う学校又は保育所等が、インフルエンザ等
により該当子の属する学級等を閉鎖している
ときに行う当該子の世話。
【取得期間】
　養育する子が1人の場合：5日の範囲内
　養育する子が2以上場合：10日の範囲内
（時間単位での分割取得が可能です。）
【おさえておきたいポイント】
〇負傷、疾病には、あらゆる
負傷、疾病を含みます。
〇医師の診断書等の提出の義
務はなく、所属長が個別に判
断する。
〇10日の休暇を付与される職員であっても、
配偶者、父母及び配偶者の父母の看護のため
に取得できる日数は5日が上限となります。
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【
来
年
度
の
組
織
定
数
】

　

２
月
６
日
、
当
局
は
２
０
２

３
年
度
の
組
織
体
制
の
概
要
を

公
表
し
た
。
来
年
度
当
初
の
知

事
部
局
職
員
数
は
４
，３
１
０

人
（
昨
年
度
公
表
時
比
▲
90

人
）
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
子
ど
も
子
育
て
施
策
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
子
ど
も
子
育

て
支
援
室
に
担
当
職
員
を
２
人

増
員
。
ま
た
、
児
童
虐
待
を
は

じ
め
と
す
る
児
童
相
談
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
児
童
福
祉
司

４
人
、
児
童
心
理
司
２
人
増
員
。

　

切
れ
目
な
く
コ
ロ
ナ
対
応
に

取
り
組
む
た
め
医
療
政
策
室
の

担
当
職
員
及
び
保
健
所
体
制
を

維
持
す
る
方
針
も
示
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
、
事
業
進
捗
を

踏
ま
え
65
人
の
職
員
定
数
（
昨

年
度
公
表
時
比
▲
25
人
）
と
す

る
と
と
も
に
、
巨
大
地
震
津
波

対
策
と
し
て
防
災
課
に
担
当
職

員
１
人
増
、
市
町
村
が
行
う
警

戒
避
難
体
制
の
検
討
等
を
支
援

す
る
た
め
、
河
川
課
に
１
人

増
、
台
風
災
害
や
地
す
べ
り
災

害
対
応
と
し
て
土
木
部
署
の
体

制
強
化
を
継
続
と
し
た
。

【
新
組
織
体
制
の
課
題
】

ア
）
定
数
等
管
理
の
課
題

　

２
０
２
３
年
度
の
職
員
体
制

は
、
昨
年
度
か
ら
90
人
減
。
こ

れ
は
、
定
数
等
管
理
計
画
に
よ

り
90
人
配
置
し
て
い
た
震
災
復

興
定
数
が
今
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
に
伴
う
減
員
と
い
え
る
。

し
か
し
、
復
興
事
業
の
進
捗
状

況
等
に
応
じ
65
人
の
職
員
定
数

を
配
置
す
る
と
し
て
い
る
こ
と

【
経
過
】

　

管
財
課
か
ら
、
職
員
公
舎
に

係
る
公
舎
料
及
び
駐
車
場
料
金

の
増
額
改
定
提
案
が
行
わ
れ
、

県
職
労
は
１
月
21
日
の
拡
大
中

央
闘
争
委
員
会
で
対
応
方
針
等

を
議
論
。
値
上
げ
改
正
に
反
対

の
姿
勢
か
ら
、
再
考
を
求
め
る

取
り
組
み
を
展
開
し
た
。

【
要
請
打
電
（
値
上
げ
に
抗
議
）
】

  

当
局
都
合
に
よ
る
一
方
的
な

公
舎
料
等
値
上
げ
へ
の
再
考

と
、
組
合
員
が
納
得
で
き
る
説

明
、
加
え
て
職
員
公
舎
の
実
態
を

認
識
さ
せ
る
た
め
、
各
支
部
・

分
会
か
ら
要
請
打
電
を
展
開
し

た
（
67
通
の
要
請
打
電
を
報

告
）
。

【
決
裂
へ
】

　

要
請
打
電
で
、
老
朽
化
に
よ

り
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

公
舎
の
実
態
を
認
識
さ
せ
再
考

を
求
め
た
が
、
管
財
課
の
見
解

は
変
わ
ら
ず
平
行
線
と
な
り
、

事
実
上
決
裂
し
た
。

 
県
職
労
は
管
財
課
に
対
し
、

責
任
を
も
っ
て
入
居
者
に
説
明

を
果
た
す
と
と
も
に
、
生
活
し

や
す
い
職
員
公
舎
に
向
け
た
住

環
境
整
備
に
取
り
組
む
よ
う
強

く
要
請
し
た
。

【
公
舎
料
等
の
改
定
内
容
】

①
提
案
理
由

 

物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇

に
よ
り
職
員
公
舎
の
維
持
・
修

繕
に
係
る
経
費
が
増
大
し
、
職

員
公
舎
を
継
続
し
適
切
に
維
持

し
て
い
く
た
め
、
職
員
公
舎
料

及
び
駐
車
場
料
金
を
増
額
改
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

②
改
定
内
容

 

公
舎
料
及
び
駐
車
場
料
金
を

１
１
・
１
５
％
増
額
改
定

 
※

規
則
に
よ
る
公
舎
料
等
の

単
価
改
定
の
検
討
は
、
盛
岡
市

消
費
者
物
価
指
数
と
建
設
工
事

費
デ
フ
レ
ー
タ
ー
指
数
の
平
均

増
加
率
を
み
て
毎
年
判
断
し
て

い
る
が
、
前
回
改
定
時
（
２
０

０
６
年
）
と
比
較
し
て
１
１
・

１
５
％
上
昇
し
て
い
る
。

③
施
行
時
期

　

２
０
２
３
年
４
月
１
日

定
数
増
要
求
す
る
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を

迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
を

当
局
・
来
年
度
組
織
体
制
示
す

「
職
員
公
舎
料
等
値
上
げ
」
譲
ら
ず

事
実
上
の
決
裂
へ

か
ら
、
こ
の
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
か
ら

人
員
を
か
き
集
め
た
に
過
ぎ

ず
、
全
体
と
し
て
定
数
等
管
理

の
在
り
方
に
大
き
な
課
題
が
残

る
も
の
で
あ
り
、
依
然
と
し
て

不
十
分
な
体
制
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

イ
）
人
員
不
足
・
対
応
不
十
分

　

こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
自
然

災
害
に
対
し
、
非
常
時
こ
そ
迅

速
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
の

強
化
を
当
局
に
求
め
て
い
る

が
、
平
常
時
で
す
ら
超
過
勤
務

を
し
な
け
れ
ば
業
務
を
こ
な
せ

な
い
状
況
に
、
多
く
の
職
場
か

ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

各
職
場
で
は
恒
常
的
に
人
員

が
不
足
し
、
業
務
過
多
が
続
く

な
か
、
現
場
の
人
が
足
り
な
い

実
態
へ
の
改
善
と
は
程
遠
い
。

人
員
確
保
闘
争
で
当
局
姿
勢
を
質

し
、
実
態
を
踏
ま
え
た
増
員
要
求

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
現
場
の
増
員
要
求
数

に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
児
童

相
談
へ
の
迅
速
な
体
制
強
化
の

た
め
の
児
童
福
祉
司
、
児
童
心

理
司
の
増
員
が
示
さ
れ
た
こ
と

は
、
社
会
福
祉
評
議
会
に
お
け
る

改
善
要
請
の
成
果
と
い
え
る
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

県
職
労
は
３
月
４
日
に
第
１

２
９
回
臨
時
大
会
を
開
催
し
、

春
闘
要
求
方
針
を
確
立
さ
せ
、

３
月
８
日
に
人
事
課
長
交
渉
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
交
渉

で
来
年
度
の
組
織
・
職
員
体
制

を
質
す
と
と
も
に
、
欠
員
解
消

策
、
業
務
削
減
と
業
務
量
に
応

じ
た
人
員
配
置
等
を
粘
り
強
く

要
求
し
、
改
善
を
追
及
す
る
。

長
時
間
労
働
や
業
務
負
担
に
よ

る
長
期
療
養
者
撲
滅
の
た
め
に

も
、
全
組
合
員
は
春
闘
へ
の
結

集
を
改
め
て
お
願
い
す
る
。

2023年度　組織・職員体制の概要

【主な体制変更事項】

定数：4,310人程度（昨年度比▲90人）

（当局公表資料から抜粋：主要事項のみ掲載）

項目

子どもを生み育

てられる環境づく

り

新型コロナ対策

日本海溝・千島

海溝沿いの巨大

地震津波対策

台風災害、地す

べり災害からの

復興

地方路線対策

半導体関連産業

の更なる振興

農作物への鳥獣

被害対策

東日本大震災津

波からの復興

内容

・子ども子育て施策の拡充を図るため、担当職員２人増員

・児童福祉司を４人（福祉総合相談センターに３人、一関児

童相談所に１人）増員、児童心理司を２人（福祉総合相談セ

ンターに２人）増員

・地域福祉課の担当職員を１人増員

・医療政策室の担当職員及び保健所に追加配置している

保健師を継続配置

・防災課に「特命課長（巨大地震津波対策）」を設置するほ

か、担当職員を１人増員

・浸水想定の考え方に基づき、市町村が行う警戒避難体制

の検討等を支援するため、河川課の担当職員を１人増員

・各土木センター及び広域振興局（北上、沿岸、宮古、岩泉

及び県北）に担当職員を継続配置

・県内のＪＲローカル６路線の維持に向けた検討・対応を行

うため、交通政策室に「地方路線対策監」（総括課長級）を

設置するほか、担当職員を１人増

・ものづくり自動車産業振興室に「半導体産業振興担当課

長」を設置

・農業振興課に「特命課長（鳥獣被害対策）」を設置

・65人の職員定数を配置（昨年公表時比：▲25人）



▲菊池のどか（第15代高校生平和大使）さんの基調講演

▲農林水産部交渉に臨む交渉団（奥）

▲佐藤農林水産部副部長（右）に要求書
　を手渡す千葉中央執行委員（右から2番目）

▲1.25宮古児童相談所で長なわ等を
　贈呈する佐藤伸一さん（右）

▲1.27一関児童相談所のようす

▲東日本大震災をテーマに討論①分科会のようす

▲1.13福祉総合相談センターのようす

第39次 県本部自治研究集会第39次 県本部自治研究集会

の政策提言を討論現場視点

１
・
30
農
林
水
産
部
交
渉

人
員
体
制
・
予
算
確
保
に
努
力

　

２
月
５
日
、
自
治
労
岩
手
県

本
部
主
催
の
第
39
年
次
県
本
部

自
治
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
、

県
職
労
か
ら
６
人
が
参
加
し
た
。

自
治
研
究
活
動
は
、
現
場
の
視

点
か
ら
、
労
働
者
及
び
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
政
策
・
制
度
要
求

に
繋
げ
る
研
究
活
動
の
こ
と
。

　

集
会
で
は
、「
震
災
復
興
と

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
」と
題
し
、

第
15
代
高
校
生
平
和
大
使
の
菊

池
の
ど
か
さ
ん
か
ら
基
調
講
演

を
受
け
た
。
中
学
生
時
代
に
東

日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と

に
触
れ
つ
つ
、
震
災
か
ら
10
年

以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
若
年

層
の
人
口
流
出
に
よ
る
高
齢
化

率
の
高
ま
り
、
避
難
の
際
に
自

　

佐
藤
伸
一
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ

ｏ
ｏ
ｐ
岩
手
推
進
本
部
長
（
県

職
労
特
別
中
央
執
行
委
員
）は
、

社
会
貢
献
活
動
「
こ
ど
も
の
成

長
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
、
県
内
の
児
童
養
護

施
設
、
児
童
相
談
所
一
時
保
護

所
計
６
か
所
に
な
わ
と
び
と
長

な
わ
を
贈
呈
し
た
。

　

県
内
３
か
所
（
福
祉
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
・
一
関
・
宮
古
）

の
児
童
相
談
所
に
は
佐
藤
本
部

長
ほ
か
関
係
者
が
訪
れ
、
な
わ

と
び
と
と
も
に
「
７
才
の
交
通

安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
取
り

組
ん
で
い
る
横
断
旗
や
学
用
品

な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　

佐
藤
本
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

が
続
き
、
子
ど
も
た
ち
の
屋
外

で
の
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
や
体
力
作
り
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
さ
れ

た
。

　

１
月
30
日
、
農
業
改
良
普

及
、
各
試
験
研
究
機
関
（
農

業
・
林
業
・
水
産
）
、
家
畜
保

健
衛
生
所
課
題
に
係
る
要
請
書

を
、
佐
藤
農
林
水
産
部
副
部
長

に
提
出
し
交
渉
を
行
っ
た
。

　

佐
藤
副
部
長
は
「
職
員
の
勤

務
状
況
、
職
場
環
境
の
把
握
・

改
善
に
向
け
、
部
内
の
全
公

所
、
現
地
機
関
50
か
所
を
訪
問

し
話
を
伺
っ
て
き
た
。
本
日
も

実
情
を
把
握
す
る
よ
い
機
会
。

一
緒
に
課
題
解
決
を
」
と
挨
拶
。

　

千
葉
美
由
喜
中
央
執
行
委
員

は
、
評
議
会
を
代
表
し
「
笑
顔

で
働
け
る
こ
と
は
、
行
政
サ
ー

副
部
長  

部
内
全
公
所
訪
問

ビ
ス
の
向
上
、
県
民
全
体
の
幸

福
に
つ
な
が
る
」
と
し
、
職
場

の
生
の
声
か
ら
改
善
に
つ
な
げ

る
よ
う
訴
え
た
。

❶
普
及
部
門

　

人
員
配
置
、
人
材
育
成
、
環

境
整
備
に
つ
い
て
姿
勢
を
確
認

し
た
。
育
成
に
関
し
、
普
及
員

の
体
系
的
な
育
成
の
た
め
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
や
集
合
研
修
の
取
り
組
み

強
化
の
継
続
を
確
認
。
ス
マ
ー

ト
農
業
等
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
し
て
研
修
体
系
を
見

直
し
育
成
に
十
分
配
慮
す
る
と

し
た
。
環
境
整
備
で
は
、
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
、
ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
整
備
に
努

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
、
会
議

の
増
加
へ
の
対
応
を
確
認
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
定
年
引
上
げ

で
、
65
歳
ま
で
今
と
同
じ
量
の

業
務
を
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
不

安
の
声
が
多
い
と
訴
え
た
。

❷
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　

現
場
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
的

確
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
予
算
確
保
が
重
要
。
予

算
確
保
に
向
け
、
部
と
し
て
研

究
テ
ー
マ
の
重
要
性
等
を
財
政

課
に
理
解
い
た
だ
き
予
算
確
保

に
努
め
る
。
ま
た
、
研
究
業
務

推
進
の
た
め
、
会
計
年
度
任
用

職
員
を
含
め
た
職
員
配
置
を
進

め
る
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
節
電
し
て
も

暖
房
費
が
厳
し
い
。
管
理
運
営

費
の
予
算
確
保
を
要
請
し
た
。

加
え
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
確

保
と
し
て
、
研
究
職
給
料
表
の
上

位
区
分
の
改
善
も
求
め
た
。

❸
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

人
員
確
保
と
体
制
強
化
を
要

請
。
佐
藤
副
部
長
は
、
「
少
な

力
で
逃
げ
ら
れ
な
い
、
避
難
を

あ
き
ら
め
て
い
る
住
民
が
増
加

し
て
い
る
現
状
に
触
れ
、
本
来

「
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ
な

い
」
の
が
本
音
で
あ
り
、「
逃

げ
よ
う
と
い
う
意
思
を
示
す
こ

と
」、「
逃
げ
た
い
と
い
う
意
思

に
周
り
が
気
づ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
逃
げ
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
作
る
こ
と
が
必
要
」
と

の
自
身
の
考
え
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、「
①
東
日
本
大
震

災
か
ら
11
年
」、「
②
人
口
減
少

時
代
の
社
会
福
祉
の
充
実
に
向

け
て
」、「
③
Ｄ
Ｘ
の
職
場
へ
の

影
響
と
課
題
」
の
３
テ
ー
マ
で

討
論
が
行
わ
れ
、
県
職
労
は
、

①
東
日
本
大
震
災
を
テ
ー
マ
と

し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
討

論
に
参
加
し
た
。
度
重
な
る
合

理
化
の
影
響
か
ら
、
東
日
本
大

震
災
時
の
県
職
員
数
は
４
，０

０
０
人
を
下
回
り
、
結
果
と
し

て
迅
速
な
震
災
対
応
が
行
い
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
職

員
総
数
は
増
加
に
転
じ
た
も
の

の
、
任
期
付
職
員
や
他
県
応
援

職
員
で
構
成
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ー

職
員
数
は
横
ば
い
の
ま
ま
で
あ

り
、
台
風
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で
も
十
分
な
体
制
が
な
い

中
で
職
員
負
担
に
依
存
し
て
い

る
。
改
め
て
震
災
復
興
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
職
員
体
制
確
保
に

向
け
、
各
職
種
の
課
題
を
検
証

し
、
要
求
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

討
論
で
は
、
ハ
ー
ド
面
の
復

興
は
進
ん
だ
が
、
沿
岸
地
域
の

住
民
は
既
に
元
の
生
活
に
回
復

し
た
方
と
、
継
続
支
援
が
必
要

な
方
の
「
２
極
化
」
が
進
行
し

て
お
り
、
必
要
な
方
へ
の
支
援

に
向
け
た
職
員
体
制
の
確
保
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
。

３
児
相
に
な
わ
と
び
贈
呈

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
О
О
Ｐ

い
人
員
体
制
で
苦
労
を
か
け
て

い
る
。
研
究
部
門
、
研
修
部
門

も
本
県
の
林
業
を
支
え
る
重
要

な
部
署
。
意
欲
を
持
っ
て
職
務

に
専
念
で
き
る
よ
う
様
々
な
場

面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
回
答
。

❹
水
技
セ
ン
タ
ー
・
内
水
面

　

資
格
取
得
の
公
費
負
担
、
内

水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
伴
う
計
画
的
な
整
備
を

要
請
し
た
。
資
格
取
得
に
関
し
、

自
己
啓
発
支
援
制
度
の
対
象
に

向
け
、
総
務
部
へ
要
請
と
の
回

答
。
施
設
整
備
で
は
、
維
持
管

理
や
業
務
見
直
し
を
含
め
ト
ー

タ
ル
的
に
進
め
る
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
内
水
面
は
サ

ー
モ
ン
養
殖
に
お
け
る
種
苗
の

供
給
基
地
と
し
て
大
事
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

施
設
整
備
を
要
請
し
た
。

❺
家
畜
保
健
衛
生
所

　

今
年
度
、
途
中
退
職
者
３

人
。
獣
医
師
不
足
で
業
務
遂
行

が
困
難
な
実
態
を
訴
え
た
。
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
防
疫
作

業
に
関
し
、
健
康
面
や
職
場
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
シ
フ

ト
体
制
の
在
り
方
等
踏
ま
え
た

要
領
の
見
直
し
を
求
め
た
。
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